
小平市公共下水道５０年の歩み

快適な生活環境を
支える下水道
小平の下水道整備事業が始まって、今年で５０年に
なります。
下水道が整備される前、小平では雨水や生活排水が
生活環境に大きな影響を与えていました。ふだんあ
まり目にすることがない下水道の役割を、下水道が
整備される以前の小平の様子を通じて紹介します。

昭和５６年
府中街道の地下２５㍍にある市内最大の
直径４．５㍍の下水道幹線工事

昭和３０年代（１９５５年ごろ）から、農地の急速な宅地化な
どで人口増加が進みました。そのため、下水道や道路など
生活関連のインフラ整備が追い付かず、特に、雨による浸
水、用水路や地下に流れ込む生活排水などの下水処理が問
題になっていました。

都市化で発生した下水処理問題

昭和３０年ごろ
小平第四小学校
周辺の宅地化の
様子
小平市図書館
所蔵

下水道整備事業開始から５０年
老朽化していく下水道　詳しくは８面へ

急ピッチで進む下水道整備工事

現在、市内の汚水（生活排水）は、流域にある下水処
理施設できれいに処理し、消毒してから西地区は多摩
川、東地区は柳瀬川へ流しています。東地区の雨水は、
黒目川や石神井川へ流しています。

日常生活に大きな影響をもたらす下水処理の問題を解
決するため、市の最優先課題として昭和４５年から市
内全域の公共下水道汚水整備事業が始まりました。
そして、事業開始から２０年後の平成２年、総事業費 
６２０億円の巨額を投じて市内全域の汚水（生活排水）整
備事業が完成しました。そのため、用水路や吸い込み
施設に流れていた生活排水による水環境の悪化や、水
はけの悪さなどの問題は、徐々に解消していきました。

整備された下水道幹線

ふれあい
下水道館

北多摩一号水再生センターへ
（多摩川）

下水道
西武線
道　路

清
瀬
水
再
生
セ
ン
タ
ー
へ

（
柳
瀬
川
）

西地区（青）は汚水と雨水を一本の管でまとめて排水する合流区域
東地区（緑）は汚水と雨水を別々の管に分けて排水する分流区域

①生活排水や雨水などを集めて下水処理施設へ流す下水道幹線
工事の様子。最も大きいもので直径４．５㍍の管が作られました。
②市内の道路の地下に下水管が張り巡らされています。

１ ２

水が溜まりやすい地形
小平は、地理的に排水に不便な条件を持っていまし
た。地形はほぼ平坦で水が流れにくく、川は市内東
側に石神井川の上流が
わずかにあるのみで、
雨水を排水する川はほ
とんどありません。ま
た、台風や大雨が降る
と、窪地と呼ばれる低
地には地面にしみ込ん
だ水（野水）が湧き、
水が引きにくく、大き
な水たまりや浸水被害
が起きました。 昭和３８年　小川駅通り

ぬかるんだ道で動けなくなる車

生活排水が環境汚染の原因に
昭和２０年代ごろから、生活排水が用水路に流入し、
水環境が悪化してきます。昭和３０年代ごろには宅
地化が進み、一般家庭では、庭に直径約６０㌢㍍の
縦穴を深さ約８〜１２㍍の砂れき層（砂と小石が混
ざる地層）まで掘り、
生活排水を浸透させる
吸い込み施設を設置し
ました。そのため、地
下水の汚染が深刻にな
りました。
また、全国的にも生活
排水が直接河川に流れ
ていたため、河川や海
の汚染が広がっていま
した。
このようなことから、
当時の市民から下水道
の整備要望が多くなっ
ていきました。

昭和４５年ごろ
生活排水などで汚染された多摩川
提供・東京都下水道局

下水道がなかった時代の様子
下水道が整備されていなかった時代
は、雨水や生活排水を適切に排水で
きないことが生活に大きな影響を与
えていました。小川町の青梅街道沿
いで米屋を営んでいた立川さんに、
当時の様子を伺いました。

米屋を営んでいた
立川さん

地面から雨水が湧き出て大きな池ができる
昭和２０年後半ごろ、通っていた小平第一中学校の近く
は畑で、今よりも土地が低かったため台風や大雨により
野水がたまって１００㍍四
方ほどの大きな池が出来
て、ボートが浮かべてあ
りました。
下水道が整備された今で
は信じられない風景が、
昔はありました。

昭和３０年ごろ　発生した平安窪の野水
小平市立図書館所蔵　飯山達雄氏寄贈

大雨が降ると道が冠水
昭和４０年ごろは地面
が土で、雨が降ると、
道には大きな水たまり
が出来て地面がぬかる
みました。大雨が降る
と青梅街道は冠水し
て、お店に水が入らな
いよう土のうを積んだ
のを思い出します。雨の後は、至る所で道にたまった水
をポンプでくみ上げて用水路などに流していて、水たま
りに浸った車はエンジンが動かなくなり、止まっていま
した。

昭和３０年ごろ　冠水した道をポンプで
排水作業（場所不明）
小平市立図書館所蔵　飯山達雄氏寄贈

躍動をかたちに　進化するまち　こだいら

ぶるべー

オンライン講座
レポート作成に役立つ情報の収集や活用…５面

地域全体で虐待から子どもを守ろう…４面

特殊詐欺被害防止
自動通話録音機を無料で貸し出し……２面令和２年（２０２０年）
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環
境
に
関
す
る
計
画
の

素
案
に
ご
意
見
を

　
市
で
は
、
環
境
に
関
す
る
施
策
や
取
り

組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
各
計
画
を
素
案

と
し
て
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
素
案
へ
の
ご
意
見
を
、１１
月
１６
日（
月
）

か
ら
１２
月
１５
日
（
火
）
ま
で
に
、
小
平
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
民
意
見
公
募
手
続

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
か
ら
お
寄
せ

く
だ
さ
い
（
持
参
・
送
付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）。

※
素
案
は
、
１１
月
１６
日
（
月
）
か
ら
、
市

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
東

部
・
西
部
出
張
所
、
１１
月
１４
日
（
土
）
か

ら
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

▪
（
仮
称
）
第
三
次
環
境
基
本
計
画

　
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
当
素
案

の
動
画
も
配
信
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２（
３
４
６
）９

８
１
８
、
V

０４２（
３
４
６
）９
６
４
３
、
A

kankyoseisaku@city.kodaira.lg.jp

▪
（
仮
称
）
第
三
次
み
ど
り
の
基
本
計
画

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
０
、
V

０４２
（
３
４
６
）
９
６

４
３
、
Akoen@city.kodaira.lg.jp

▪
（
仮
称
）
第
二
次
下
水
道
プ
ラ
ン

問
合
せ　
下
水
道
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

８
４
６
、
V

０４２
（
３
４
１
）
９
５
２
０
、

Agesuido@city.kodaira.lg.jp

生
産
緑
地
地
区
の

変
更
案
の
縦
覧

都
市
計
画

　
小
平
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

（
小
平
市
決
定
）
に
関
す
る
都
市
計
画
案

の
縦
覧
を
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
５
日（
木
）〜
１９
日（
木
）

と
こ
ろ　
都
市
計
画
課
（
市
役
所
４
階
）

※
内
容
に
ご
意
見
が
あ
る
方
は
、
縦
覧
期

間
中
、
意
見
書
を
問
合
せ
先
に
提
出
で
き

ま
す
（
送
付
可
）。

問
合
せ　
都
市
計
画
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０

１　
小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
５
４共

同
住
宅
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る

地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　
武
蔵
野
美
術
大
学
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン

学
科
教
授
の
齋
藤
啓
子
さ
ん
を
講
師
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
共
同
住
宅
の
建
設
な
ど

を
切
り
口
と
し
て
、
調
和
の
と
れ
た
ま
ち

づ
く
り
案
を
考
え
ま
す
。

日　
程　
▽
１２
月
１
日
（
火
）
…
共
同
住

宅
に
関
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
知
識

▽
１２
月
８
日
（
火
）
…
ま
ち
歩
き
（
共
同

住
宅
の
事
例
見
学
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の

移
動
あ
り
）

▽
令
和
３
年
１
月
１２
日
（
火
）
…
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
共
同
住
宅
と
調
和
し
た
ま
ち

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
）

※
各
回
、午
後
１
時
３０
分
か
ら
４
時
ま
で
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　
員　
各
１２
人

申
込
み　
参
加
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
問

合
せ
先
へ
（
送
付
・
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　
都
市
計
画
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０

１　
小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
５
４
、
V

０４２
（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

Atoshikeikaku@city.kodaira.lg.jp

自
動
通
話
録
音
機
を

無
料
で
貸
し
出
し

特
殊
詐
欺
被
害
防
止

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
被
害

は
、
現
在
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
自
動

通
話
録
音
機
は
、
電
話
の
呼
び
出
し
音
が

鳴
る
前
に
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
装

置
で
す
。
犯
人
は
自
分
の
声
が
録
音
さ
れ

る
こ
と
を
嫌
う
た
め
、
特
殊
詐
欺
の
未
然

防
止
に
有
効
で
す
。

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

▽
市
内
在
住
で
６５
歳
以
上

▽
自
宅
に
機
器
と
接
続
で
き
る
固
定
電
話

を
持
っ
て
い
る

▽
過
去
に
都
や
市
、
警
察
か
ら
貸
し
出
し

を
受
け
て
い
な
い

▽
市
が
貸
し
出
し
た
高
齢
者
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

▽
市
が
指
定
し
た
日
時（
１１
月
１１
日（
水
）

〜
１６
日
（
月
））
に
来
庁
し
、
機
器
を
受

け
取
れ
る

定　
員　
２
百
人
（
１
世
帯
に
１
台
）

持
ち
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

申
込
み　
１１
月
９
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
地
域
安
全
課
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３

４
６
）
９
６
１
４

固

定

資

産

税

都
市
計
画
税
の
特
例

住
宅
建
て
替
え
中
の
土
地

　
住
宅
の
敷
地
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
で

税
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
賦
課
期
日

（
１
月
１
日
）
時
点
で
建
設
予
定
地
で
あ

る
、
工
事
中
で
あ
る
な
ど
、
完
成
し
た
住

宅
が
な
い
場
合
は
、
原
則
、
特
例
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
要
件
す
べ

て
に
該
当
す
る
場
合
は
、
特
例
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

▪
特
例
（
税
負
担
の
軽
減
）
の
要
件

▽
令
和
２
年
１
月
１
日
に
住
宅
用
地
で
あ

っ
た

▽
令
和
３
年
１
月
３１
日
ま
で
に
建
て
替
え

中
の
住
宅
が
基
礎
工
事
に
着
工
し
て
い
る

▽
住
宅
の
建
て
替
え
が
、
建
て
替
え
前
の

敷
地
と
同
一
の
敷
地
で
行
わ
れ
て
い
る

▽
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
が
、
令
和
２
年

市

職

員

募

集

令
和
３
年
度
採
用

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
応
募
資
格

　
左
表
の
と
お
り

試
験
日　
１２
月
６
日
（
日
）

※
採
用
試
験
要
項
・
申
込
書
は
、
送
付
で

請
求
で
き
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。　

※
送
付
で
請
求
す
る
場
合
は
、
応
募
職
種

を
明
記
の
う
え
、
百
２０
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒（
角
型
２
号
）を
同
封
し
て
、

問
合
せ
先
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
１１
月
１３
日
（
金
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持

参
ま
た
は
送
付

※
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
採
用
試
験

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
職
員
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
１

４

１
月
１
日
と
令
和
３
年
１
月
１
日
で
原

則
、
同
一
で
あ
る

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
４閲

覧

状

況

住
民
基
本
台
帳

　
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
住
民
基

本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
閲
覧

件
数
は
、
１６
件
で
し
た
。

　
詳
し
く
は
、市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー（
市
役

所
１
階
）、東
部・西
部
出
張
所
、小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　
市
民
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８

０
４委

員
長
に
山
口
勝
氏
が
就
任

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
を
改
選

　
市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
選
挙

管
理
委
員
、
同
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）。

▽
選
挙
管
理
委
員
…
金
子
ふ
ゆ
み
、
立
花

隆
一
、
永
田
政
弘
、
山
口
勝

▽
同
補
充
員
…
浅
倉
成
樹
、
剣
持
庸
一
、

長
谷
川
晶
子
、
藤
原
哲
重

　
ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
臨
時
会
で
、

山
口
勝
氏
が
委
員
長
に
、
永
田
政
弘
氏
が

委
員
長
職
務
代
理
者
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
石
塚
信
治
氏
、
加
藤
俊
彦
氏

は
任
期
満
了
に
よ
り
、
１０
月
１５
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
０４２

（
３
４
６
）
９
５
７
６

審
議
会
な
ど
の
日
程

　
傍
聴
す
る
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
す
る
た
め
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
自
宅
で
検
温
し
、
体
調
不
良
の
方
の

傍
聴
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。
会
議
録
は
、

後
日
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）
ま
た
は
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
教
育
委
員
会
定
例
会

と　
き　
１１
月
１９
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
教
育
総
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
６
８

▪
地
域
自
立
支
援
協
議
会
幹
事
会

と　
き　
１１
月
２７
日
（
金
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
第

三
・
第
四
会
議
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
３０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

お
詫
び
と
訂
正

　
市
報
令
和
２
年
９
月
５
日
号
１
面
の

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
拡
充
」
で
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
検
で
き
る
方
は
、
か
か
り
つ

け
医
を
受
診
し
検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
市
民
の
方
の
誤
り
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
推
進
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

３
７
０
０

職
種

採
用
予

定
人
数

応
募
資
格

一
般
事
務

若
干
名
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

一
般
事
務

（
障
が
い
者
対
象
）
若
干
名

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
１５
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

▽
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
政
令
指
定
都
市
市
長
が
発
行
す

る
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

▽
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
、児
童
相
談
所
、精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、精
神
保
健
指
定

医
に
よ
り
知
的
障
害
者
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

▽
精
神
保
健
お
よ
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第

４５
条
に
定
め
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

職
種

採
用
予

定
人
数

応
募
資
格

一
般
技
術（
土
木
）

若
干
名
昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

一
般
技
術（
建
築
）

若
干
名
昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

一
般
技
術（
電
気
）

若
干
名
昭
和
４５
年
４
月
２
日
以
降
平
成
１５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方（
就
職
氷
河
期
世
代
ま
で
対
象
）

保
育
士

若
干
名
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資

格
を
有
す
る
か
、
令
和
３
年
３
月
３１
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
方

看
護
師

若
干
名
昭
和
３６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
資

格
を
有
す
る
か
、
令
和
３
年
３
月
３１
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
方

公
園
・
道
路
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
市
で
は
、
公
園
や
道
路
な
ど
で
清
掃
、

緑
化
活
動
や
積
雪
時
の
雪
か
き
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
清
潔

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
積
雪
時
の
安
全

な
歩
行
空
間
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

内　
容　
公
園
や
緑
地
、
緑
道
や
歩
道
で

の
清
掃
活
動
、
緑
化
活
動
、
除
雪
活
動

※
ほ
う
き
や
ご
み
袋
、
雪
か
き
用
の
ス
コ

ッ
プ
な
ど
は
市
が
用
意
し
ま
す
。

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）９
５
５
６
、道
路
課
☎
０４２（
３
４
６
）

９
８
２
４

今
月
の

１１月

税

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第
５
期
）

※
納
付
は
、
１１
月
３０
日
（
月
）
の
納
期

限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

納
付
（
ヤ
フ
ー
公
金
）、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
（
Ｐペ

イ

ビ

ー

ａ
ｙ
Ｂ
）
で
の
納
付

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
税
通
知

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
市
税
を
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い

方
は
、
納
税
相
談
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
、
事

業
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
な
ど
、
市

税
を
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
納
税
が
猶
予
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
令
和
２

年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
２
月
１
日

ま
で
に
納
期
限
が
到
来
す
る
市
税
で

す
。
こ
の
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
を
利

用
す
る
方
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
収
納
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
２
７

市
議
会
１２
月
定
例
会

傍
聴
は
事
前
に
確
認
を

　
１２
月
定
例
会
は
１１
月
２４
日
（
火
）
午

前
９
時
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。

　
傍
聴
す
る
方
に
は
、当
日
、問
合
せ
先

で
受
付
後
、
傍
聴
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
本
会
議
場
傍
聴
席
へ
の
磁
気
ル
ー
プ

の
設
置
、
手
話
通
訳
者
の
配
置
を
試
行

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
（
事
前
申
込

み
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
日
程
や
場
所
な
ど

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
議
会
事
務
局
☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
６
６
、
V

０４２（
３
４
６
）
９
５
６
７
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日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号
１１月 ８ 日（日） タガヤ歯科クリニック 小川東町 １－１８－２９　仁平ビル ３階 ０４２（３４５）８８４１

１１月１５日（日） ほしデンタルクリニック 学園東町 ２－ ５－１７ ０４２（３４７）１１１０
※車でお越しの際は、必ずお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）

発熱患者が増加した場合、感染拡大防止のため、主に発熱患者の診療となります。
詳しくは、小平市医師会ホームページをご覧ください。

日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療 日曜日、祝日、
年末年始 午前 ９時～午後 ５時 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）

準夜応急診療 月曜～日曜日
（年中無休）

午後 ７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

東京消防庁救急相談
センター

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２７２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

乳幼児の教室・相談などの日程
問合せ（申込み）　健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　☎０４２（３４６）３７０１

と　き 対　象 持ち物 申込み

か む か む 教 室
（幼児食講習会）

１２月 ４ 日（金）
午前１０時～１１時
９ 時４５分から受付

２歳～ ３歳 ６か月
の幼児と保護者 母子健康手帳

定員…親子１０
組
事前に問合せ
先へ（先着順）

※会場は健康センター。車での来場はご遠慮ください。

国
民
健
康
保
険

▪
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

集
団
健
診
の
受
診
を

　
集
団
健
診
は
、
１０
月
末
ま
で
に
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
の
特
定
健
診
を
受
け
て

い
な
い
方
の
た
め
の
健
康
診
査
で
す
。
内

容
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
に
実
施
す
る
特

定
健
診
と
同
じ
で
す
。

と　
き　
令
和
３
年
１
月
１２
日
（
火
）・

２５
日（
月
）・３０
日（
土
）、２
月
６
日（
土
）・

１３
日
（
土
）　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
令
和
２
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
国
保
に

加
入
し
て
い
る
４０
歳
〜
７４
歳
（
昭
和
２１
年

４
月
１
日
〜
昭
和
５６
年
３
月
３１
日
生
ま

れ
）

▽
１０
月
末
ま
で
に
特
定
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い

※
今
年
度
、
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、

職
場
の
健
康
診
査
を
受
診
し
た
方
、
小
平

市
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、
令
和
２

年
４
月
２
日
以
降
に
小
平
市
国
保
に
加
入

し
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

定　
員　
各
百
５０
人

申
込
み　
１１
月
１６
日
（
月
）
ま
で
に
、
電

話
で
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
記
号

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
希
望

日
を
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

※
受
診
票
は
、
１２
月
下
旬
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
２
９

国
民
年
金

▪
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
を
発
送

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
支
払
っ
た
全

額
が
、
所
得
税
や
住
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
３０
日
ま
で
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
を
、
１１
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
年
末
調
整
、
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際

に
は
、
こ
の
証
明
書
と
１０
月
１
日
以
降
に

納
付
し
た
領
収
書
が
必
要
で
す
。

※
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

方
に
は
、
令
和
３
年
２
月
上
旬
ご
ろ
発
送

し
ま
す
。

※
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
納
付
者
が
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
請
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

▪
国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入

　
国
民
年
金
の
加
入
義
務
は
、
２０
歳
か
ら

６０
歳
ま
で
の
期
間
で
す
。
過
去
、
未
加
入

期
間
や
未
納
期
間
が
あ
り
、
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
方
は
、
高
齢

任
意
加
入
を
申
し
出
る
と
、
受
給
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
付
意
思
に
基
づ
く
申
し
出
の
た
め
、

免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
申
し
出
は
、
６０
歳
の
誕
生
日
前
日
か

ら
、
市
役
所
、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
年

金
事
務
所
で
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　
象　
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
納
付
月

数
が
４
百
８０
月
未
満
の
年
金
制
度
未
加
入

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
受
講
す
る
と
、
高
齢
者
対
象
の
介
護
予

防
・
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事

業
所
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　
き　
１２
月
１１
日
（
金
）・１６
日
（
水
）・

２１
日
（
月
）・
２２
日
（
火
）　
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
（
２２
日
は
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
）　
全
４
回

と
こ
ろ　
福
祉
会
館

対　
象　
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
働
く

意
欲
が
あ
る
方

定　
員　
１５
人

内　
容　
介
護
保
険
制
度
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
基
礎
知
識
、
高
齢
者
の
特
徴
、
高
齢

者
に
多
い
病
気
、
家
事
援
助
の
実
際
（
買

い
物
・
料
理
・
掃
除
・
洗
濯
）、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
ほ
か

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ

（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
を
初
め
て
学
ぶ
方

向
け
に
、
接
し
方
な
ど
基
本
知
識
を
学
び

ま
す
。

▪
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー
会
場

と　
き　
１２
月
４
日
（
金
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
第

２
集
会
室

定　
員　
１５
人

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
多
摩
済
生
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
９
）
２

１
２
３

▪
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
会
場

と　
き　
１２
月
１１
日
（
金
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

定　
員　
３０
人

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
平
健
成
苑
へ
（
先

着
順
）
☎
０
４
２
（
４
５
１
）
８
８
１
３

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

介

護

の

こ

つ

家
族
介
護
教
室

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

外
出
を
控
え
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
教
室
で
は
、
自
宅
で
で
き
る
感

染
予
防
や
、
自
宅
生
活
を
豊
か
に
楽
し
く

す
る
知
恵
を
専
門
家
か
ら
学
び
ま
す
。

▪
①
自
宅
で
で
き
る
感
染
予
防

と　
き　
１１
月
２４
日
（
火
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時

▪
②
自
宅
で
元
気
に
、
食
生
活
・
運
動

と　
き　
１１
月
２５
日
（
水
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

対　
象　
市
内
在
住
の
方

定　
員　
各
１５
人

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
か
ら
、
参
加

教
室
（
①
・
②
・
両
方
）
を
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
小
平
健
成
苑
へ
（
先
着
順
）

☎
０
４
２
（
４
５
１
）
８
８
１
３

身
体
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

親
子
あ
そ
び
教
室

親
子
で
楽
し
む
健
康
講
座

　
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
に
は
、
体
力
・

運
動
能
力
の
向
上
、
強
い
筋
肉
や
骨
を
育

て
る
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
な
ど
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。

　
家
の
中
で
も
楽
し
く
で
き
る
運
動
で
、

親
子
で
健
康
生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
１２
月
５
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分　
９
時
４５
分
受
付

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
で
３
歳
〜
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
２
人
１
組
）

※
子
ど
も
１
人
に
保
護
者
１
人
の
参
加
。

定　
員　
１０
組

内　
容　
運
動
実
技
、
保
健
・
歯
科
講
話

持
ち
物　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）

３
７
０
１

狂
犬
病
予
防
注
射

１２
月
３１
日
ま
で
に
接
種
を

　
生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
、
年
１
回
４
月

１
日
か
ら
６
月
３０
日
ま
で
に
狂
犬
病
予
防

注
射
を
接
種
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
な
ど
や
む
を
得
な

い
事
情
で
期
間
内
に
接
種
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
今
年
度
は
１２
月
３１
日
ま
で
に
接
種

す
る
と
期
間
内
に
注
射
を
受
け
た
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

　
予
防
注
射
を
接
種
し
て
い
な
い
犬
の
飼

い
主
の
方
は
、
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
公
園
な
ど
で
市
が
実
施

す
る
狂
犬
病
予
防
定
期
集
合
注
射
は
、
今

年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
６

の
方

持
ち
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
年
金
手
帳
、

預
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
本
人
の

委
任
状
（
本
人
の
署
名
・
押
印
が
あ
る
も

の
）、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。

※
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
中
の
方
は
、
国

民
年
金
の
高
齢
任
意
に
加
入
で
き
ま
せ

ん
。
厚
生
年
金
喪
失
後
に
申
し
出
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
１

入
居
者
を
募
集

都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）

　
市
民
を
対
象
に
、
市
内
の
都
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅　
２
人
以
上
の
世
帯
向
住
宅

（
中
島
町
・
小
川
西
町
一
丁
目
・
津
田
町

一
丁
目
・
た
か
の
台
）
…
６
戸

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
に
居
住
す
る
２０
歳
以
上
（
２０
歳
未

満
の
既
婚
者
、
外
国
人
住
民
を
含
む
）

▽
同
居
親
族
が
い
る

▽
世
帯
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る

※
１１
月
に
募
集
す
る
都
内
全
域
の
都
営
住

宅
に
申
込
み
予
定
の
方
も
申
し
込
め
ま

す
。
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
書
（
募
集
案
内
）
の
配
布　
１１
月
１７

日
（
火
）
〜
２５
日
（
水
）　
市
民
課
（
市

役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動

く
市
役
所
、
大
沼
・
鈴
木
・
中
島
地
域
セ

ン
タ
ー
、
小
川
・
上
水
南
公
民
館

※
１１
月
２１
日
（
土
）
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
０
時
１５
分
ま
で
市
民
課
で
配

布
。

申
込
み　
▽
送
付
…
１１
月
２７
日
（
金
）
ま

で（
必
着
）に
、
提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ

▽
持
参
…
１１
月
１７
日
（
火
）
か
ら
２５
日

（
水
）
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
市
民
課
、

東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所
へ

※
市
民
課
で
は
相
談
で
き
ま
す
（
ほ
か
は

配
布
の
み
）。

問
合
せ　
市
民
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０
１

小
平
市
役
所
）
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
２
０

生

徒

を

募

集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

応
募
資
格　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、

１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
で
中
学
校
卒
業
（
見

込
み
を
含
む
）
の
男
子

試
験
日
（
１
次
）　
令
和
３
年
１
月
２３
日

（
土
）

※
入
校
と
同
日
に
特
別
職
国
家
公
務
員

（
生
徒
）
と
な
り
、
生
徒
手
当
（
月
額
約

１０
万
円
）
が
支
給
さ
れ
、
生
徒
課
程
修
了

時
に
は
、
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
。

申
込
み　
令
和
３
年
１
月
６
日
（
水
）
ま

で
（
必
着
）
に
、
問
合
せ
先
へ

※
推
薦
採
用
試
験
を
希
望
す
る
方
は
、
１１

月
３０
日（
月
）ま
で（
必
着
）。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
・

国
分
寺
募
集
案
内
所
☎
０４２
（
３
２
４
）
１

０
１
０
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公共施設やイベントなど利用時のお願い▷新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用時はマスクの着用や、ごみの
持ち帰りなどにご協力ください。利用前には自宅で検温し、体調不良の方は利用を控えてください。また、氏名や連絡先
などの記入をお願いする場合があり、必要に応じて保健所などの公的機関に情報提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

体罰は子どもの健やかな成長・発達に悪影響を与える可能性があります。
□何度も言葉で注意したけど、言うことを聞かないので頬をたたいた
□いたずらをしたので、長時間正座をさせた
□宿題をしなかったので、夕飯を与えなかった

♦しつけと思って、こんなことをしていませんか

身体的虐待　殴る、蹴る、叩く、家の外へ閉め出すなど
性 的 虐 待　性的ないたずらをする、性的行為を見せるなど
ネグレクト　食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気なのに医師に見せ

ないなど
心理的虐待　無視する、言葉で脅す、子どもの前で家族に暴力をふるうなど

児童虐待とは

子どもからのサイン 保護者からのサイン
□不自然な傷や打撲の痕がある
□衣服や身体がいつも汚れている
□落ち着きがなく乱暴、情緒不安
定である

□食事に異常な執着を示す
□表情が乏しい、活気がない

□地域との交流がなく、孤立している
□頻繁に小さい子どもを家に残して外出して
いる

□子育てに関して拒否的、無関心である
□いつもイライラして子どもに当たる
□子どもがけがや病気になっても医者にみせ
ようとしない

◆虐待の特徴

虐待を受けている子どもや虐待をしている保護者は、さまざまなサインを周りに発してい
ます。ちょっとした「目くばり」「気くばり」で、手を差し伸べられるのは地域の皆さん
です。「おかしい」と感じたら迷わずご連絡ください。

１１月は児童虐待防止月間

地域全体で虐待から
� 子どもを守ろう

しつけは、子どもの人格や才能などを伸ばし、自律した社会生活を送れるよ
うにサポートしていくことです。一方、体罰は、身体に何らかの苦痛を引き
起こす、または不快感を意図的にもたらす行為（罰）のことです。たとえし
つけのためと保護者が思っても、法律で禁止される体罰に該当します。

令和２年４月から
子どもへの体罰は法律で禁止に

体罰などによらない子育てのために

子育ての不安や悩みは子ども家庭支援センターへ

小平市の相談窓口　女性相談室
女性が抱えるさまざまな問題を専門の相談員と一緒に考え、解決する場です。秘密は厳守し
ます。
□夫婦関係のことを相談したい
□生き方について迷いがある
□ハラスメントに悩んでいる

□配偶者やパートナーからの暴力で悩んでいる
□職場の人間関係に悩んでいる

と　き　月曜〜土曜日　午前１０時〜午後４時
※月曜日は午後６時まで。
問合せ　女性相談室☎０4２（３45）２4１5
※ほかに、内閣府のDV相談プラスでは、電話、メール、チャットで相
談できます。詳しくはホームページ（右のQRコード）をご覧ください。

パネル展示と啓発グッズ配布
と　き　１１月５日（木）〜２７日（金）　ところ　市役所１階ロビー
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０4２（３4６）９６１８

性犯罪・性暴力の被害者のための
ワンストップ支援センター（＃８８９１）
性犯罪・性暴力の被害にあった方の状態やニーズを把握し、必
要な支援が提供できる関係機関や団体（カウンセラー、法律相
談、産婦人科医療など）を紹介します。匿名で相談できます。
秘密は厳守します。

緊急の場合
各都道府県警察
性犯罪被害相談窓口
全国共通番号☎＃８１０３

子育て講座
子どもとどう遊んだらいいのか分からない、思春期の子ども
との関わり方が分からないなど、子どもとの関わり方で悩ん
でいませんか。講座では、子どもと関わるポイントをお伝え
します。

虐待かもと思ったらご連絡を

♦子ども家庭支援センター
（虐待ほっとライン）
☎０４２（３４７）３１９２
火曜〜土曜日
午前１０時〜午後６時

♦緊急時
警察☎１１０
救急☎１１９
小平児童相談
☎０４２（４６７）３７１１

♦児童相談所
虐待対応ダイヤル

☎１
いち

８
はや

９
く

ご連絡いただいた方の情報が本人に漏れたり、責任を問われることはありません。

ＬＩＮＥ（ライン）で相談を
東京都では、児童虐待を防止するため、無料通話アプリＬＩＮＥで子ど
もや保護者からの相談を受け付けています。子育ての悩みや困ってい
ることなど、ひとりで抱え込まずご相談ください。右図のQRコード
からアクセスし、友達登録してご利用ください。
問合せ　東京都福祉保健局少子社会対策部計画課☎０３（5３２０）4１３７

子ゴコロ・親ゴ
コロ相談＠
東京アカウント

厚生労働省
ホームぺージ

令和２年度のテーマは、「性暴力をなくそう」です。暴力や、望まない性的な
行為などの性的な暴力は、年齢、性別にかかわらず身近な人や配偶者・パート
ナーの間でも起こります。一人で抱えこまず相談してください。

女性に対する
暴力をなくす運動

１１月１２日〜２5日は、
女性に対する暴力の根
絶を訴えるパープルリ
ボン運動の期間です。

体罰などにならない子育てを広げるため
に関わり方の工夫の一例をパンフレット
で紹介しています。詳しくはホームペー
ジ（右のＱＲコード）をご覧ください。

♦子どもとの関わり方の工夫を
パンフレットで紹介

◆思春期の子どもと関わるポイント
子どもとの会話が減った、何を考えているのか分からないなど、お
子さんと関わる中で気になることはありませんか。思春期の子ども
の脳と心、発達の特徴を学び、子どもへの関わり
方などを考えます。
と　き　１２月５日（土）　午後２時〜３時３０分
ところ　子ども家庭支援センター
対　象　小学５年生〜中学生のお子さんの保護者
定　員　８組

ー共　通ー
申込み　１１月５日（木）の午前１０時から、問合せ先へ（電話可、先着順）
問合せ　子ども家庭支援センター☎０4２（３4８）２１００

◆わらべうたであそぼう
わらべうたや手あそびを通した、親子のふれあい時間と、保護者同
士の交流の場です。わらべうたなどを楽しみながら、ゆっくりお子
さんと過ごしたり、保護者同士交流したりする時間を作りませんか。
と　き　１１月１９日（木）　午後３時〜４時
ところ　小平市子ども家庭支援センター
対　象　０〜２歳のお子さんとその保護者
定　員　８組

子ども家庭支援センターは、子どもと家庭の総合相談窓口です。
子どもが可愛いと思えない、子育てが楽しくない、子どもとの関わり方で悩
んでいるなど、子育ての不安や悩みは、１人
で抱え込まず、問合せ先へご相談ください（電
話・メール可）。
※面談は、申込みが必要です。

問合せ　小平市子ども家庭支援センター（小
川東町４－２－１　小平元気村おがわ東）☎
０4２（３4８）２１０２、Akodomokatei_kodai
ra@unchusha.com

２４時間受付

内閣府
DV相談プラス

▪
み
ん
な
で
は
な
そ
う
会

　
交
流
会
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
障
が

い
に
つ
い
て
参
加
者
同
士
で
相
談
で
き
る

ほ
か
、
専
門
家
か
ら
適
切
な
助
言
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１０
日・２５
日
、１２
月
８
日・

１６
日
、
令
和
３
年
１
月
１３
日
・
１９
日
、
２

月
２
日
・
１６
日
・
２４
日
、
３
月
９
日
・
２４

日
の
火
曜
・
水
曜
日　
午
前
１０
時
〜
正
午

※
各
回
、
途
中
の
時
間
か
ら
参
加
も
可
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
や
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
の
保
護

者
（
子
ど
も
の
同
伴
可
）

定　
員　
各
２０
人
程
度

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

▪
お
や
こ
で
た
の
し
む
お
も
ち
ゃ
と
あ
そ

び
の
ひ
ろ
ば

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
に
大
切
な

遊
び
。

　
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
指
先
や
身
体
の

発
達
を
促
し
、
集
中
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
１１
月
１２
日・１９
日
、１２
月
２
日・

１０
日
・
１７
日
、
令
和
３
年
１
月
６
日
・
２１

日
・
２８
日
、
２
月
１０
日
・
１８
日
・
２５
日
、

３
月
４
日
・
１０
日
・
１８
日
の
水
曜
・
木
曜

日　
午
後
２
時
〜
４
時

※
途
中
の
日
か
ら
参
加
も
可
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
で
障
が
い
の
あ
る
ま

た
は
発
達
が
気
に
な
る
未
就
学
児
ま
た
は

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　
員　
各
若
干
名

申
込
み　
１１
月
２０
日
（
金
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
通
園
・

通
学
先
・
学
年
（
特
別
支
援
学
級
・
特
別

支
援
教
室
の
場
合
は
学
級
名
）、
生
年
月

日
を
記
入
の
う
え
、
白
梅
学
園
大
学
小
平

市
連
携
事
業
事
務
局
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
、
結
果
を
全
員
に
連
絡
）

（
〒
１８７
︱
８
５
７
０　
小
川
町
１
︱
８
３

０
）
V

０４２
（
３
１
３
）
４
８
０
５

︱
︱
共　
通
︱
︱

主　
催　
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

親

カ

フ

ェ

ウ
ィ
ズ
メ
ン
タ
ー

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の

子
育
て
の
悩
み
を
相
談

　
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
を
育
て
た
経

験
を
も
つ
先
輩
保
護
者
（
ペ
ア
レ
ン
ト
メ

ン
タ
ー
）
が
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今

困
っ
て
い
る
保
護
者
の
悩
み
を
聞
い
た

り
、
自
分
の
経
験
を
話
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
３
日
、
令
和
３
年
１
月
７

日
、
２
月
４
日
、
３
月
４
日
の
木
曜
日

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
福
祉
会
館

対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
保
護
者

定　
員　
各
１０
人
程
度

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

上
映
会

も
が
れ
た
翼

　
　
　
素
数
と
く
る
み

　
も
が
れ
た
翼
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
題
材
に
し
た
、

子
ど
も
と
弁
護
士
が
作
る
お
芝
居
で
す
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生

活
で
き
、
自
由
に
意
見
表
明
で
き
る
学
校

や
社
会
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
芝
居
映
像
を

上
映
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１９
日
（
木
）　
午
前
１０
時

〜
正
午
ご
ろ　
９
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
講
座
室
２

定　
員　
２０
人

企
画
・
運
営　
子
ど
も
の
権
利
条
約
普
及

推
進
事
業
企
画
委
員
会

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

参
加
者
を
募
集

伝
統
文
化
親
子
教
室

　
文
化
庁
の
補
助
金
を
受
け
て
開
催
す
る

教
室
で
す
。

▪
古
典
芸
能
の
日
本
舞
踊
で
舞
台
を
体
験

と　
き　
１２
月
１
日
（
火
）・１０
日
（
木
）・

１５
日
（
火
）・
２４
日
（
木
）、
令
和
３
年
１

月
５
日
（
火
）・１４
日
（
木
）・１７
日
（
日
）

　
午
後
４
時
〜
７
時
３０
分　
全
７
回

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
（
火
曜

日
）、
中
央
公
民
館
（
木
曜
日
）

対　
象　
３
歳
〜
中
学
生

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
の
送
迎
が

必
要
。

定　
員　
２５
人

持
ち
物　
浴
衣
、
帯
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
、
足

袋
、
扇
子

申
込
み　
１１
月
３０
日
（
月
）
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
日
本
舞
踊
紫
峰

会・
成
松
へ
☎
０
９
０（
１
５
０
６
）
０
６

３
０
、
Atraditional_japan@sobu-

ryu.com親
子
で
楽
し
む

お

箏

の

世

界

音
楽
会

　
伝
統
あ
る
日
本
の
楽
器
、
お
箏
と
ピ
ア

ノ
の
美
し
い
合
奏
で
、
お
子
さ
ん
に
も
な

じ
み
の
あ
る
楽
曲
（
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
メ

ド
レ
ー
、
パ
プ
リ
カ
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ

の
さ
ん
ぽ
な
ど
）
を
届
け
ま
す
。

と　
き　
１２
月
５
日
（
土
）　
午
前
１１
時

開
演　
１０
時
３０
分
開
場

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対　
象　
子
ど
も
と
保
護
者

※
大
人
ま
た
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
も

可
。

申
込
み　
１１
月
２４
日
（
火
）
ま
で
に
、
東

京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

は
、
３
面
左
上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
ア
ク
セ
ス
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
件
名
を
親
子
音
楽
会
と
入
力
の

う
え
、
中
央
公
民
館
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
☎
０４２
（
３
４
１
）
０
８
６

１
、
Akominkan-koza@city.koda

ira.lg.jpみ
ん
な
の
ま
ち
小
平

作

品

展

児
童
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
郷
土
こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
自
由
に
描
い

た
子
ど
も
た
ち
の
力
作
、
約
百
３０
点
を
展

示
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
８
日
（
日
）
〜
１２
月
７
日

（
月
）

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
１
階
情
報
ロ
ビ

ー※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後　
援　
小
平
美
術
会
、
小
平
市
教
育
委

員
会
、
小
平
市

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

個
人
作
品
を
募
集

障
が
い
者
作
品
展

　
１２
月
１
日
（
火
）
か
ら
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
な
ど
に
展
示
す
る
、
障
が
い
者
作
品

展
の
作
品
（
絵
画
、習
字
、陶
器
、手
芸
、

写
真
な
ど
）
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
展
の

日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
障

が
い
の
あ
る
方

※
作
品
は
作
品
展
終
了
後
に
返
却
し
ま

す
。
作
品
展
の
管
理
・
運
営
上
、
受
け
付

け
で
き
な
い
作
品
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
か
ら
１６
日

（
月
）
ま
で
に
、
作
品
を
問
合
せ
先
へ
持

参問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０
、
V

０４２
（
３
４
６
）
９
５

４
１

小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８

講
　
座

働
く
パ
パ

親
の
時
間
も
楽
し
も
う

▪
子
育
て
期
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る

　
三
児
の
パ
パ
で
労
働
・
子
育
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
吉
田
大
樹
さ
ん
が
、
子
育
て

中
の
家
庭
で
の
過
ご
し
方
と
働
き
方
の
ポ

イ
ン
ト
を
話
し
ま
す
。

　
家
庭
も
仕
事
も
楽
し
む
働
き
方
を
一
緒

に
考
え
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
１１
月
２８
日
（
土
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

定　
員　
２０
人

※
保
育
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

へ
（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８
、
Akyodo

-danjo@city.kodaira.lg.jp

令
和
３
年
度
保
育
園
な
ど
の

入

園

申

込

み

１１
月
６
日（
金
）〜
２４
日（
火
）

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
、
市
内
保
育
園

な
ど
の
入
園
申
込
み
を
、
原
則
、
送
付
で

受
け
付
け
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
入
園
申

込
み
を
し
て
い
る
方
も
、
改
め
て
申
込
み

が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
入
園
の
し
お
り
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
入
園
の
し
お
り
や
申
込
書
な

ど
は
、
保
育
課
（
市
役
所
２
階
）、
東
部・

西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所
、
市
内
の
公

立
・
私
立
保
育
園
・
小
規
模
保
育
事
業
施

設
で
配
布
す
る
ほ
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
保
育
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６

０
１学

習
塾
費
・
受
験
料
を

無
利
子
で
貸
し
付
け

受
験
生
を
応
援

　
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の
中
学
３
年

生
、
高
校
３
年
生
を
対
象
に
、
受
験
に
必

要
な
学
習
塾
費
用
や
受
験
料
を
無
利
子
で

お
貸
し
し
ま
す
。

　
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
し
た
場
合

は
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

貸
付
額　
学
習
塾
代
２０
万
円
、
高
校
受
験

料
２
万
７
千
４
百
円
、
大
学
受
験
料
８
万

円
（
上
限
）

申
込
み　
電
話
で
提
出
日
を
連
絡
の
う

え
、令
和
３
年
１
月
２９
日（
金
）ま
で
に
、

提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ

※
土
曜
日（
１２
月
１２
日（
午
前
）・１９
日（
午

後
）、
令
和
３
年
１
月
９
日
）
に
提
出
す

る
方
は
、
１２
月
１１
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
貸
し
付
け
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０４２

（
３
４
４
）
１
２
１
７

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
制
度

現
況
届
の
提
出
を

　
親
医
療
証
を
持
ち
、
引
き
続
き
令
和
３

年
１
月
か
ら
の
医
療
証
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
、
現
況
届
を

送
り
ま
し
た
。
１１
月
１６
日（
月
）ま
で
に
、

提
出
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
窓
口　
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
２

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役

所▪
親
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　
次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
（
１８
歳
に
な
っ

た
年
度
末
以
前
ま
た
は
一
定
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
２０
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る

家
庭
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。　

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
父
母
が
離
婚（
事
実
婚
の
解
消
を
含
む
）

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

▽
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
４

ひ
ら
く　
最
新
号
を
発
行

コ
ロ
ナ
禍
で
の

暮
ら
し
を
特
集

　
ひ
ら
く
は
、
公
募
市
民
が
企
画
・
編
集

し
た
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
で

す
。
特
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
ほ
か
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
に
役
立
つ

情
報
の
収
集
や
活
用

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
授
業
の
課
題
や
調
査
・
研
究
に
役
立
つ

資
料
の
探
し
方
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
蔵

書
検
索
方
法
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
欲

し
い
情
報
を
検
索
す
る
こ
つ
を
お
伝
え
し

ま
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
役
立
つ

知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

　
講
座
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ

ー
ム
）
で
配
信
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２８
日
（
土
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

対　
象　
高
校
生
〜
大
学
生

定　
員　
２０
人

申
込
み　
１１
月
５
日
（
木
）
の
午
前
１０
時

か
ら
２６
日
（
木
）
の
午
後
７
時
ま
で
に
、

東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

は
３
面
欄
外
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
ア
ク
セ
ス
）
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は

な
ぜ
必
修
化
さ
れ
た
の
か

講
演
会

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
理
解
し
活
用
す
る

力
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
う
え
で
極
め
て

重
要
で
す
。

　
講
演
会
で
は
、
市
内
の
小
学
校
で
も
研

究
授
業
を
し
て
い
る
東
京
学
芸
大
学
の
加

藤
直
樹
准
教
授
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
必

修
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必

要
性
を
話
し
ま
す
。

と　
き　
１２
月
１２
日
（
土
）　
午
後
１
時

４５
分
〜
３
時
４５
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内　
容　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
要

性
、
家
庭
や
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
方
法
な
ど

申
込
み　
１２
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
、
東

京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

は
、
３
面
左
上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
ア
ク
セ
ス
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
、
件
名
に
プ
ロ
ミ
ン
グ
講
演
会
と

入
力
の
う
え
、中
央
公
民
館
へ（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
☎
０４２（
３
４
１
）０
８

６
１
、
Akominkan-koza@city.kod

aira.lg.jp

学
習
支
援
員
を
募
集

中
学
生
の
勉
強
を

手
伝
い
ま
せ
ん
か

▪
小
平
地
域
教
育
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
事

業
　
放
課
後
、
中
学
生
に
宿
題
や
、
わ
か
ら

な
い
問
題
の
解
き
方
な
ど
を
指
導
し
ま

す
。

と　
き　
定
期
テ
ス
ト
前
の
２
日
間　
午

後
４
時
〜
６
時
（
都
合
の
良
い
日
の
み
で

可
）

と
こ
ろ　
花
小
金
井
南
中
学
校

対　
象　
基
礎
を
中
心
に
、
数
学
・
英
語

な
ど
を
教
え
ら
れ
る
方

※
教
員
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
み　
花
小
金
井
南
中
学
校
・
副
校
長

へ
☎
０
４
２
（
４
６
５
）
０
４
５
１

発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
の
た
め
の
交
流
会
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公民館の講座・イベント

土曜子ども映画会　遊んでおぼえる学習ＤＶＤ　とけい、グーフィー　定員１５人　先着
順
d １１月１４日（土）　午前１０時から　m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１
金曜市民劇場　魔女の宅急便　定員３０人　先着順
d １１月２０日（金）　午後 ７ 時から
n 今年１３歳になる人間と魔女の子キキは満月の夜、黒猫ジジと共に夜空に飛び立つ。
自立と依存のはざまでゆれる思春期の少女の大人への旅立ち、成長をスリリングに描
く。原作・角野栄子、監督・宮崎駿
m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１
アーティストフォーラム　みんなで楽しむジャズコンサート　先着順
d １１月２２日（日）　午後 １ 時３０分から　t 市内在住の方
n おなじみのポピュラー音楽や、映画音楽などをジャズで演奏する大人も子どもも楽
しめるコンサート
o 角田徹とシャララ・ジャズ・カルテット
m １１月 ６ 日（金）から（日曜・月曜日、祝日を除く）、鈴木公民館へ☎０４２（３８８）００５０
地域支援講座　かな書道を体験してみませんか　（全 ３回）　抽選
d １２月 ３ 日〜１７日の木曜日　午後 １ 時３０分〜 ３ 時３０分
s ２００円　t 市内在住・在勤・在学の方
n かな書道について理解し、実際に体験する　e 鉛筆（ ２ Ｂ）
k 佐藤幸葭さん（毎日書道展会員ほか）
m １１月２４日（火）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、花小金井北公民館へ☎０４２（４６２）５７９０
シニア講座　知っておきたい老い支度　シニアに必要なお金　（全 ２回）　抽選
d １１月２７日（金）、１２月 ９ 日（水）　午前１０時〜１１時３０分
t 市内在住でおおむね６０歳以上の方
n シニアライフを取り巻くお金の問題を学び、葬儀、相続、医療費、悪徳商法などの
課題に備える　k 佐々木悦子さん（日本エンディングサポート協会理事長）
m １１月１９日（木）まで（日曜・月曜日、祝日を除く、午前 ９ 時から午後 ５ 時まで）に、
上宿公民館へ☎０４２（３４５）１１６４
ジュニア講座　つくって楽しいマジパン　先着順
d １１月２８日（土）　午後 ２ 時〜 ３ 時、 ３ 時〜 ４ 時　 s ３００円　t 市内在住の小学生
n ケーキの飾りなどで使用される、菓子細工のマジパンを作る
※各回、同じ内容です。
k 実沢良二さん（国際パティシエ調理師専門学校洋菓子講師）、国際パティシエ調理師
専門学校生徒
m １１月 ５ 日（木）の午前 ９ 時から、参加時間を仲町公民館へ☎０４２（３４１）０８６２
パソコン等講座　初歩のアンドロイドスマホ・タブレット講座　（全 ４回）　抽選・A
d １２月 ８ 日（火）〜１１日（金）　午前 ９ 時３０分〜正午　s ６００円
t アンドロイド系スマートフォンを持っている方（グーグル系のアプリを使用できな
い初期のらくらくホンを除く）
n アンドロイド系スマートフォン・タブレットの活用方法を学ぶ
k ＮＰＯ法人小平シニアネットクラブ
m １２月 １ 日（火）まで（月曜日を除く）に、小川公民館へ☎０４２（３４３）３６２０

※電子メールで申し込む場合には住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入のうえ、講座
名を件名として送信。申込み期限の翌日までに確認メールが届かない場合はお問い合わせ
ください。
※詳しくは、公民館のちらしや小平市ホームページをご覧ください。

d…日時　s …費用　t…対象　n…内容　e…持ち物　k…講師　o…出演
A…電子メールでの申込み可（Akominkan-koza@city.kodaira.lg.jp）

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル

ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ
ー
ヒ

ー
、
調
味
料
ほ
か

※
未
開
封
で
包
装
や
外
装
が
破
損
し
て
い

な
い
も
の
、
賞
味
期
限
が
１
か
月
以
上
先

の
も
の
。
生
鮮
食
品
不
可
、
瓶
詰
め
食
品

不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
ま
だ
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、

ぬ
い
ぐ
る
み
（
３０
㌢
㍍
以
内
）、
育
児
用

品
を
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
と
の

交
換

※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。
回
収
で
き
な
い
物
は
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。
車
で
持
ち
込
め
ま
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

５５

歳

か

ら

の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

起

業

講

座

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地
域

の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
に
導

く
も
の
で
す
。講
座
で
は
、座
学
や
取
り
組

み
事
例
の
紹
介
、
意
見
交
換
な
ど
で
学
び

ま
す
。講
座
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム（
ズ

ー
ム
）を
使
い
、自
宅
で
受
講
で
き
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２５
日
〜
１２
月
２３
日
の
水
曜

日　
午
前
１０
時
〜
正
午　
全
５
回

対
　
象　
５５
歳
以
上
で
地
域
で
事
業
を
起

こ
す
こ
と
に
関
心
の
あ
る
方

定
　
員　
８
人

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
マ
イ
ス
タ
イ
ル
小
平

※
参
加
者
に
は
講
座
参
加
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

メ
ー
ル
し
ま
す
。

問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
イ
ス
タ
イ
ル
☎

０４２
（
３
１
２
）
１
７
８
９

多
摩
六
都

　
　
科
学
館

★
★

★

▪
外
国
人
向
け
　
や
さ
し
い
日
本
語
で
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
楽
し
も
う

　
や
さ
し
い
日
本
語
と
は
、
ふ
だ
ん
使
う

日
本
語
を
、
簡
単
な
日
本
語
に
変
え
て
外

国
人
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
表
現
で
す
。

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
き
れ
い
な
星
空
を

見
な
が
ら
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
、
星
の

お
話
し
が
聞
け
ま
す
。

と
　
き　
１２
月
６
日
（
日
）　
午
後
５
時

３０
分
〜
６
時
３０
分

費
　
用　
観
覧
料
（
大
人
５
百
２０
円
、
小

学
生
〜
高
校
生
２
百
１０
円
）

※
午
後
５
時
ま
で
に
来
館
し
た
場
合
は
別

途
入
館
料
が
必
要
。

対
　
象　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
小
学
生

以
上
の
方（
中
学
生
以
下
は
大
人
と
参
加
）

定
　
員　
５０
人

申
込
み　
１１
月
２４
日（
火
）ま
で（
必
着
）

に
、
は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト
名
、
開
催
日
、

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢（
学
年
）、郵
便

番
号
、住
所
、電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
当
選
者
の
み
に
参
加
券
を
送
付
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま

す
。
休
館
日
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

H
検
索　
多
摩
六
都
科
学
館

問
合
せ　
多
摩
六
都
科
学
館
（
〒
１８８
︱
０

０
１
４　
西
東
京
市
芝
久
保
町
５
︱
１０
︱

６４
）
☎
０
４
２
（
４
６
９
）
６
１
０
０

歩

け

歩

け

会

小
平
〜
多
摩
湖

　
健
康
増
進
に
向
け
て
、
秋
が
深
ま
る
多

摩
湖
を
目
指
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。
受
付

は
３
か
所
あ
り
、
ど
こ
か
ら
で
も
ス
タ
ー

ト
で
き
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
１５
日
（
日
）　
雨
天
中
止

※
当
日
、
天
候
不
順
の
場
合
は
午
前
７
時

３０
分
以
降
に
市
役
所
（
☎
０４２
（
３
４
１
）

１
２
１
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
　
付　
午
前
９
時
〜
９
時
３０
分　
花
小

金
井
駅
南
口
、小
平
駅
南
口
、萩
山
駅
北
口

内
　
容　
各
受
付
場
所
か
ら
狭
山
・
境
緑

道
（
水
道
道
路
）、多
摩
湖
ま
で
の
約
４・

９
㌔
㍍
〜
８
・
６
㌔
㍍
を
歩
く

持
ち
物　
雨
具
、
飲
み
物
、
歩
け
歩
け
記

録
証
（
お
持
ち
の
方
）
ほ
か

※
小
学
生
以
下
、
身
体
の
不
自
由
な
方
は

保
護
者
な
ど
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※
萩
山
駅
北
口
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル

を
先
着
４０
人
に
貸
し
出
し
ま
す
。

※
ゴ
ー
ル
の
多
摩
湖
で
参
加
賞
を
差
し
上

げ
ま
す
。

主
　
催　
小
平
市
体
育
協
会
、
小
平
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
健
康
な
ま
ち
専
門
部

会
、
小
平
市

申
込
み　
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
込
書

を
、
当
日
、
各
受
付
場
所
へ
持
参

※
申
込
書
は
、
市
民
総
合
体
育
館
窓
口
に

あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

H
検
索　
小
平
市
体
育
協
会

問
合
せ　
小
平
市
体
育
協
会
（
市
民
総
合

体
育
館
内
）
☎
０４２
（
３
４
９
）
１
３
５
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▪
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

▽
立
川
の
ア
ー
ト
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
ポ

ッ
ト
を
め
ぐ
る

　
フ
ァ
ー
レ
立
川
（
ア
ー
ト
め
ぐ
り
）、

グ
リ
ー
ン
ス
プ
リ
ン
グ
ス
、
国
立
極
地
研

究
所
（
南
極
・
北
極
科
学
館
）、
立
川
防

災
館
な
ど
約
６
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２７
日
（
金
）　
雨
天
決
行

集
　
合　
午
前
９
時
３０
分
、
JR
立
川
駅
北

口
（
２
階
自
由
通
路
）

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
高
松
駅
。

費
　
用　
６
百
円

定
　
員　
２０
人

申
込
み　
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
（
電
話・電
子
メ
ー
ル
可
、先
着
順
）

☎
０４２
（
３
４
４
）
２
１
２
０
、
Akodai

ra@sjc.ne.jp

コ
レ
ラ
が
町
に
や
っ
て
き
た

古
文
書
展
示

　
未
知
の
疫
病
に
江
戸
幕
府
や
明
治
政
府

が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
幕
末
か

ら
明
治
期
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
に
関
す
る

古
文
書
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

と
　
き　
１２
月
１６
日
（
水
）
ま
で

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館
２
階
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

小
平
市
文
化
協
会

▪
小
平
市
民
文
化
祭
　
歌
謡
祭

と
　
き　
１１
月
２２
日
（
日
）　
午
後
０
時

３０
分
開
演　
正
午
開
場

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
　
容　
小
平
市
歌
謡
連
盟
所
属
会
員
が

流
行
歌
・
ポ
ッ
プ
ス
・
映
画
主
題
歌
な
ど

約
４０
曲
を
歌
う

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
歌
謡
連
盟・陣
内
☎
０４２（
３

４
５
）
６
７
７
５

陶
磁
器
食
器
や

未
利
用
食
品
な
ど
を
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
き
ゃ
ら
ば
ん

と
　
き　
１１
月
１７
日
（
火
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
　
容　
▽
陶
磁
器
食
器
の
回
収
…
茶
わ

ん
、
皿

※
割
れ
た
物
も
可
、
汚
れ
た
も
の
は
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。
食
器
以
外
は
不
可
。
包
装

紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

▽
廃
食
油
の
回
収

※
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド
や
バ
タ
ー
な
ど
の

動
物
性
油
不
可
、
食
用
以
外
の
油
不
可
。

※
現
地
で
回
収
バ
ケ
ツ
に
入
れ
、
容
器
は

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
案
内

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
０４２
（
３
４
１
）
０
８
６
１

▪
木
目
込
み
人
形
合
同
展　
１１
月
１７

日
（
火
）
〜
１９
日
（
木
）
午
前
１０
時

〜
午
後
５
時
（
１７
日
は
午
後
１
時
か

ら
）
☎
北
条
０４２
（
３
２
１
）
６
５
６

１

市内で活動しませんか

あすぴあ
◆こだいら人財の森　連続講座
体験　充実の市民活動　参加者を募集
市内には、地域貢献する団体がたくさ
んあります。こうした団体に１日から
数日間参加して、活動を体験できます。
地域で何か役に立ちたい、元気に活動
する時間を持ちたいと思っている方
は、ぜひご参加ください。体験できる
団体や活動内容は、ホームページ（右下
図QRコード）をご覧ください。
と　き　令和３年１月３１日まで
※２月２０日（土）に活動を振り返る講座があります。
申込み　体験希望日の１週間前までに、問合せ先へ
（電話・ファクシミリ・電子メール可）

◆令和３年度市民活動団体データ集　むすぶ　掲載団体を募集
むすぶは、市民活動団体の活動や連絡先を掲載した、市民生活に
役立つ情報冊子です。
掲載情報は希望に応じてホームページにも掲載します。
申込み　１１月２５日（水）まで（必着）に、応募用紙を問合せ先へ（送
付・ファクシミリ・電子メール可）
※応募用紙は問合せ先にあるほか、ホームページからダウンロー
ドもできます。

ー共　通ー
H検索　小平市民活動支援センターあすぴあ
問合せ　小平市民活動支援センターあすぴあ（〒１８７―００３１　
小川東町４―２―１）☎０４２（３４８）２１０４、v０４２（３４８）２１１５、
Ainfo@kodaira-shiminkatsudo-ctr.jp



ご利用ください  市民無料相談市民無料相談  市民課市民相談担当
相　談　名 担　当　者 相　談　日 相談時間など

法 律 相 談 弁 護 士 11月19日（木）・27日（金） ・相談時間（予約制）
　午後 1 時30分～ 4 時30分
（ 1回30分以内）

・対象
　市内在住・在勤・在学の方

・申込み（電話可、先着順）
　11月 6 日（金）から
　午前 8時30分～午後 5時
　（相談日当日は正午まで。
土曜・日曜日、祝日を除
く）

　☎042（346）9508
　※各相談についておひとり
1年度 3回までです。

税 務 相 談 税 理 士 11月30日（月）

交 通 事 故 相 談 弁 護 士
（交通事故専門） 11月17日（火）・12月 1 日（火）

相続・暮らしの
手 続 相 談 行 政 書 士 12月 7 日（月）

登 記 ・
成 年 後 見 相 談

司 法 書 士 11月25日（水）
土地家屋調査士 －

住宅・不動産相談 宅地建物取引士等 11月24日（火）
年金・労務相談 社会保険労務士 12月 2 日（水）
行 政 相 談 行 政 相 談 委 員 11月20日（金）
人権・身の上相談 人 権 擁 護 委 員 －
家 庭 相 談 家 庭 相 談 員 11月16日（月）
市 民 相 談
（ 市 政 な ど ） 市 職 員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 8時30分～午後 5時

☎042（346）9508

消 費 生 活 相 談 消費生活相談員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 9時～正午、午後 1時～ 4時
☎042（346）9550

新型コロナウイルス感染症の相談先

発熱などの症状がある場合は、かかりつけ医など地域の医療機関へ電話で相談
してください。
かかりつけ医など地域の医療機関が見つからない場合は、東京都発熱相談セン
ターへ電話で相談してください。24時間受け付けています。
▷東京都発熱相談センター
電話番号　03（5320）4592

◆発熱などの症状がある方

新型コロナコールセンターへ電話またはファクシミリで相談してください。
▷新型コロナコールセンター
受付時間　午前９時～午後10時
電話番号　0570（550571）　FAX　03（5388）1396

◆感染しているのではないかと不安、感染予防法が知りたい

スポーツイベントスポーツイベントスポーツイベント
市民総合体育館（〒187－0025　津田町一丁目 1番 1号）☎042（343）1611 ※体育館…市民総合体育館。種目の内容など、詳しくは大会要項をご覧いただくか、

各問合せ先へ。大会要項は体育協会（市民総合体育館内）にあります。

学校体育館スポーツ個人開放中止日
11月　二小…３日・６日・10日・13日・15日・29日
　　　 三小…３日・10日・13日・15日・20日・22日・24日・27日・29日
　　　 四小…１日・３日・６日・８日・10日・13日・15日・17日・20日・22日・
　　　　　　 29日
　　　 五小…１日・３日・８日・10日・15日・17日・22日・24日・29日
　　　 六小…３日　　 七小…３日・13日・29日
※個人開放中止日は、小平市ホームページ（右図QRコード）
からもご覧になれます。
問合せ　文化スポーツ課☎042（346）9612

ミニテニス中級者講習会（小平市ミニテニス協会）
d   12月３日～24日の木曜日　午後１時55分～４時25分　全４回
b   体育館
s   １,000円
t   市内在住・在勤・在学の方
　  ※用具の貸出しあり。運動のできる服装で、室内運動靴を持参。
c   20人
m   11月26日（木）の午後５時までに、問合せ先へ
i   今多☎090（2905）2467

d…日時　b…場所　s…費用　t…対象　c…定員
m…申込み　i…問合せ先

イベント名 と　き ところ 費　用 申込み・問合せ 備　考
木曜指圧同好会　無料指圧体験会 11月19日（木）午前10時～11時30分 上宿公民館和室 1 無料 佐藤☎042（463）5479 初心者可。先着 5人。タオル持参
健康麻雀入門講座の説明会アンド体験会 12月 2 日（水）午前10時30分～正午 小川西町公民館ホール 500円 事務局☎042（207）0693 要申込み。先着16人

団体名 活動日 ところ 会　費 申込み・問合せ 備　考
すずめ歌謡サークル 第 2・4火曜日午後 1時30分～ 3時30分 花小金井南公民館 月2,000円 田中☎080（5478）8557 健康カラオケ　新曲　見学可
硬式テニス水曜午後の会 水曜日午前11時～午後 1時 上水公園テニスコート 月3,000円 三ツ谷☎090（6021）1457 コート 2面コーチ 2人　初心者可
絵画　マチエール 第 1・3木曜日午後 1時～ 5時 小川西町公民館 月2,000円 熊倉☎042（343）4670 材料費別。水彩油彩アクリルあり
ハートtoハート 第 1・3金曜日午前10時30分～11時30分 小川町一丁目地域センター 月2,000円 和久井☎080（3240）7513 ヨガ初心者の方でも大丈夫です

掲載希望団体は秘書広報課、公民館利用団体は各公民館へ　▷政治、宗教、営利不可　▷先着順で受付　▷添削あり　▷掲載後の責任は負いかねます　秘書広報課☎042（346）9505

ミミ

報報

ニニ

情情

催
集
し

い

募

集

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
善

費
用
を
補
助

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ

る
建
物
な
ど
の
倒
壊
で
、
多
く
の
方
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
に

発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
で
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
倒
壊
で
深
刻
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

ま
ず
は
家
や
塀
を
安
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助

対　

象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
指
定
の
診
断
機

関
に
よ
る
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　

診
断
費
用
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額（
１
件
当
た
り
８
万
円
が
限
度
）

□
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
を
補
助

対　

象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐
震
基
準
を
満

た
す
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　

改
修
費
用
の
３
分
の
１
に
相

当
す
る
額（
１
件
当
た
り
百
万
円
が
限
度
）

□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改
善
費
用
の
補
助

対　

象　

▽
撤
去
…
道
路
に
面
し
て
い

て
、
高
さ
が
１
㍍
以
上
で
あ
り
、
倒
壊
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
撤
去

▽
改
修
…
撤
去
後
に
、
倒
壊
の
防
止
に
十

分
配
慮
し
た
安
全
な
塀
な
ど
の
築
造

補
助
金
額　

▽
撤
去
…
経
費
の
９
割
以
内

（
１
㍍
当
た
り
１
万
２
千
円
、
１
件
当
た

り
24
万
円
が
限
度
）

▽
改
修
…
経
費
と
１
㍍
当
た
り
３
万
円
を

比
較
し
、
少
な
い
額
の
５
割
以
内
（
１
件

当
た
り
30
万
円
が
限
度
）

※
補
助
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
工
事
の

契
約
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
築
指
導
準
備
課
☎
042
（
３
４

６
）
９
８
５
１

生

け

垣

で

緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

市
で
は
、
生
け
垣
造
り
の
費
用
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

対　

象　

敷
地
の
周
囲
に
新
た
に
造
る
生

け
垣
で
、
高
さ
０
・
８
㍍
以
上
、
総
延
長

２
㍍
以
上
の
も
の
（
道
路
に
接
す
る
部
分

は
、
幅
員
が
４
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
）

補
助
金
額　

▽
生
け
垣
造
成
補
助
…
造
成

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
１
万
４
千

円
、
１
件
当
た
り
28
万
円
が
限
度
）

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
補
助
…
撤
去

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
６
千
円
、

１
件
当
た
り
12
万
円
が
限
度
）

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み　

工
事
の
着
手
前
に
、
申
請
書
類

（
申
請
書
、
現
況
写
真
（
方
向
の
異
な
る

も
の
２
枚
）、
造
成
費
見
積
書
の
写
し
）

を
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
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令和２（2020）.11.57
市報こだいらへのご意見・ご感想のアンケートは、右図のQRコー
ドまたは小平市ホームページから回答できます。
ご意見などを参考にして、よい良い紙面づくりに努めていきます。

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

◆令和元年中の都内の火災発生件数は前年から増加
令和元年中の東京消防庁管内の火災件数は、４,089件で前年から116件
増えました。また、火災による死者は108人で、前年から22人増え、最
近の５年間では最多となりました。出火原因は、たばこ、放火（疑い含む）、
ガスコンロなどが上位を占めています。
火災防止のため、次のことに注意しましょう。

▷寝たばこや、たばこの投げ捨てをしない
▷たこ足配線をしない
▷コンセントの差込口は定期的に掃除をする
▷ガスコンロから少しでも離れる時は火を止める
▷手や指の消毒アルコールが乾かないうちは火に近づかない
▷屋外に灯油や段ボールなどの可燃物を置かない

◆耐用年数は10年　住宅用火災警報器の鳴動確認を
住宅用火災警報器の設置が義務化され10年が経過し
ました。
警報器本体の交換目安は、10年と言われています。
警報器が有効に作動して、火災を未然に防いだ事例が
多く報告されています。自宅の警報器の設置年月日や
動作の確認、本体の交換の検討をお願いします。本体
の点検方法など、詳しくはホームページ（右図QRコ
ード）をご覧ください。
H検索　日本火災報知機工業会

問合せ　小平消防署予防課防火管理係☎042（341）0119

小平消防署小平消防署

火災の発生に注意を火災の発生に注意を
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見上ぐれば銀杏たわわに実る秋
夕陽に輝き樹間を染める	 川上輝幸

ふだんの生活では見ることができない下水道の役割や仕組
み、歴史などを映像やパネルで展示しています。また、小
学生を対象に顕微鏡で汚水をきれいにする微生物の観察や
工作などの学習講座を、月に１回開催しています。地下５
階では、地下２５メートルの実際に使われている下水管の
中に入り、下水の色やにおいなどを体験できます（感染症拡大防止のため、現在は下水管
の中に入れません）。

下水道整備事業開始から50年

今年で開館２５周年

作る時代から維持・管理の時代へ

地面を掘らず既存の管を利用した老朽化対策

１１月・１２月のイベント

老朽化していく下水道

小平市ふれあい下水道館 ◆学習講座　ラップの芯で門松を作る
と　き　１２月５日（土）　午前１０時〜１０時３０分
対　象　小学生（保護者の同伴可）
定　員　１０人
※申込み多数の場合は、午後も開催予定です。
持ち物　筆記用具
申込み　１１月５日（木）から１２月４日（金）までに、ふれあい
下水道館へ（電話可、先着順）

◆ＦＣ東京マンホールフォトラリー
市内に設置されたＦＣ東京マンホール蓋を探して写真を集め
るフォトラリーです。全５種類のＦＣ東京マンホール蓋の画
像データまたは写真をふれあい下水道館で提示し、アンケー
トを記入すると、ＦＣ東京マンホール蓋がデザインされた缶
バッヂがもらえます（先着５００人）。詳しくは、小平市ホー
ムページをご覧ください。
と　き　１１月１０日（火）〜令和３年３月３１日（水）

◆東京ドロンパが描かれた
　新しいマンホールカードを配布
ＦＣ東京の東京ドロンパとふれあい下水
道館の微生物キャラクターがデザインさ
れたマンホールカードを、１１月１９日（木）
から、ふれあい下水道館で配布します。
※カードの背景が金色の特別版は、数に
限りがあります。今まで配布していたカ
ード（小平の町並み）は、小平ふるさと
村で配布します。

小平市ふれあい下水道館
開館時間　午前１０時〜午後４時
休館日　月曜（休日・祝日の場合はその翌日）、
年末年始（１２月２７日〜１月５日）
ところ　上水本町１－２５－３１
電話番号　０４２（３２６）７４１１

市内の地下には、約５３０㌔㍍と膨大な下水道施設（下水管）があり、その多
くが昭和４５年から平成２年までの２０年間で作られました。
現在、これらの下水管は耐用年数の５０年を迎えています。そのため、今後
は本格的な維持・管理の時期を迎えることになります。
全国では、下水管の老朽化が原因で道路陥没や、管の損傷部分から下水が漏
れて地下水汚染などが起きています。こうした事故を防ぐためにも、日ごろ
からの適切な維持・管理が必要になっています。

老朽化した下水管が原因の道路陥没（出典・国土交通省ホームページ）

１０月４日（日）、開館２５周年と２月に
達成した来館者５０万人達成のお祝い
が行われ、当日来館した人と一緒に祝
いました。また、当日の来館者には開
館２５周年記念のFC東京マンホール蓋
缶バッヂが配布されました。

下水道館の計画から建設まで携わった松田旭正
さんに伺った、下水道館の誕生に関連する展示
をしています。
と　き　令和３年３月３１日（水）まで
協　力　松田旭正さん（日本下水文化研究会）

開館25周年と
来館者5０万人達成のお祝い

開館25周年特別企画
小平市ふれあい下水道館誕生展

小平市ホームページ
（ふれあい下水道館）

大雨時、家庭での排水に注意を
大雨時は、短時間に集中して雨水
の量が増えるため、合流式下水道
管（市内西地区）では大量の下水
（雨水と生活排水）が流れ込んで
きます。
下水管が下水で満水になると、下
水が家庭内に逆流するおそれが
あります。下水管に流れ込む水の
量を減らすためにも、台風やゲリ
ラ豪雨などの大雨が降った際
は、風呂・洗濯機・台所などから
のまとまった排水は控えてください。ご協力をお願いします。

マンホールと下水管

歩道 道路

合流式下水道
（汚水と雨水を１本の管で排水する下水道）

油を下水道に流すと、下水管内で冷えて固ま
り、詰まりや悪臭の原因になります。油汚れは
ふき取ってから洗い、残った油は新聞紙などで
吸い取るか、油を固めるなどして、燃えるごみ
として捨てましょう。

下水道に油を流さないでください

①府中街道の地下２５㍍に設置されている市内最大の直径４．５ｍの下水管
で、生活排水と雨水が流れ込みます。ふれあい下水道館地下５階から直
接入れます（現在は感染症拡大防止のため中止）。撮影・白汚零。
②平成２７年７月３０日に発生したゲリラ豪雨発生時。激しい雨が降ると
水量は一気に増加し、直径４．５㍍の下水管は満水近くになります。
※当時の様子の動画を、小平市ホームページ（下図QRコード）からご
覧になれます。

① ②下水管をすべて入れ替えると、莫大な費用と時間が
かかります。そのため、下水管が古くに設置された
地域から順番に調査し、下水管内にカメラを入れる
などして破損していないかなどの確認をしていま
す。破損が確認された下水管などは、特殊な樹脂が
入った更生材を既設の下水管内に挿入し、熱や光で
硬化させて耐久力を向上させています。

問合せ　下水道課☎０４２（３４６）９５６０

圧縮空気で密着蒸気加熱

円形復元

更生材

止水プラグ

加
熱
蒸
気

汚水

下水管の破損箇所
老朽化対策の
一例


